
学校評価アンケートの結果から

【保護者】

１　子どもたちを安心して通わせることができる

13　教職員は分かりやすい授業をしている

14　子どものことについて気軽に相談できる

15　教職員は丁寧に対応してくれる

18　子どもたちは楽しい学校生活を送っている

20　家庭でも自分から学習に取り組んでいる

来年度初めには、今まで以上に家庭学習に対して

自分で取り組めるような工夫をして、パワーアッ

プ週間等で啓発することが必要である

22　よく読書をしている
新校舎図書館を契機として、図書室の積極的な活

用と家庭での読書をすすめていく必要がある

【児童】

26.27.28　先生は褒めてくれる、叱ってくれ

る、話を聞いてくれる
教師の褒める意識が児童にも伝わっている

２　友達となかよくすごしている 概ね友達との関係はよいといえる

21　めざす子ども像を知っている 子どもに伝えた効果が出ている

22　小中一貫教育の取組はよいことだ 小中一貫教育への期待が高まっている

18　家庭学習の手引きを使っている 自分でできる工夫をしていく必要がある

15　進んで本を読んでいる 新校舎図書館での取組に生かしていく必要がある

【教員】

２　授業改善に努めている 今後も小中一貫を核に適切に推進していく

18　地域と連携した取組を推進している 今後も適切に推進していく

19　学校は計画的に情報発信している 小中一貫教育への理解に向けた情報発信をする

25、26　業務改善に取り組んでいる
来年度に向け業務の見直しを考え、地域や保護者

の理解を得ながら進めていく

24　キャリアの活動で地域と連携している
改善はされてきたが、さらに連携できる体制を構

築する必要がある

12、13　児童の礼儀、決まりを守ることが身に

ついている

中学校と連携して、児童への指導の充実、こころ

の教育の充実を図っていく必要がある

【保護者アンケートの自由記述の一部】

・保護者との給食試食会、参観日が減って学校知る機会が少なくなった。

・学校行事が早い段階で分かると、出席の調整がしやすくなる。

・引き渡しカードを小中学校で１枚にできないか。

・小中一貫教育になると変更になること（行事、制服等）を知りたい。

・小中一貫教育になるとＰＴＡ活動はどうなるのか。役員の見直しをしてほしい。

・登校時、挨拶をする子が少ない。地域や保護者の当番の意味も話してほしい。

・小中一貫教育への期待が大きい。（不安もある）

・金管バンドを復活できないか。中学校の吹奏楽部と連携してほしい。

・下校時の歩き方が問題がある。（道路に出る、広がって歩く）

学校の授業や対応について概ね満足していただい

ており、相談もしやすくなってきている。子ども

たちは安心して学校に通っている

高評価

・学校の対応や、担任の対応に感謝している。

高評価

低評価

低評価

低評価

高評価


